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学校教育目標 「自分で考え判断し行動する、自律した生徒の育成」 

 川中 TIMES 
Trying for your dreams 

５月３０日（金）に、全校生徒が体育館に集まり、生

徒総会が開催されました。緊張しながらも、きちんとし

た言葉遣いで堂々と提案や質疑応答を行う姿、また、仲

間の発言にじっと耳を傾ける姿は、何だか大人びて見え

頼もしさも感じられました。 

よりよい川副中での生活を「自分たち」でつくってい

くことを目指して、生徒総会は開かれます。総会に向け

て、役員たちが熟考し、長い時間をかけて準備をし、ま 

学校だより 

 

写真は配布した通信で御確認ください。 

生徒総会の様子=５月３０日 ＠本校体育館 

◆◆交通安全・暴排教室開催◆◆ 

 ５月２３日（金）に全校生徒に対して、佐賀県警本部人身安全少年課の米澤洋子氏に講師をしてい

ただき標記教室を開催しました。安全教室は自転車の安全運転を理解し交通事故を防止するための知

識やルールを取得することを目的として、暴排教室は暴力団などの犯罪組織に生徒をはじめとする若

者が巻き込まれることを防ぐことを目的として開催しました。生徒の感想を紹介します。 

３年３組 IYさんは「自転車に乗る時は、車道側を通り左側を通行しようと思った。歩道を通行する

際は、歩行者の邪魔にならないように通りたいと思う」、３年３組 TAさんは「自転車に乗るときは歩

行者を優先し、安全に運転したいと思った」、１年２組 MK さんは「知らない電話番号から電話がか

かってきた時は出ないようしたい。大麻、グミ、キャンディーなど誘われたら絶対に断ろうと思う」、

１年２組HRさんは「闇バイトに近づかず、薬物に誘われたら断るなど、気を付けて生活したいと思

った」でした。 

た、その提案が実行できることをイメージして、各学級でしっかりと考え、意見を出し合いました。こ

れらがあったからこそ、一人ひとりが改めて川副中生徒会の一員であることを自覚し、川副中の今を、

そして未来を一緒に考える大切な日になったと思います。 

先日の体育大会で、ワンチームになることの大切さ、楽しさ、そこから生まれるパワーを実感した川

中生。これから行っていく生徒会活動でも、同じようにワンチームになって取り組むことで、仲間との

絆をより深め、楽しみながら、学校生活の質を高めることができると期待しています。 

総会終了後、生徒会長 KHさんに感想を尋ねたところ、「緊張したけれど、これからの生徒会活動や学

校行事を成功させるために、総会を開くことができてよかった。みんなしっかり前を見て聴いてくれて

嬉しかった。」と笑顔で答えてくれました。 

「笑進」という、とても素敵なスローガンのもと、これからも生徒会活動が盛り上がり、笑顔あふれ

る川副中になっていくことをとても楽しみにしています。 

 

 

 



 

 

６月４日（水）に全校朝会を開催しました。表彰に続き、校長が話を行いました。以下概要です。 

３つのありがとうについて。①体育大会では川中生徒の笑顔や頑張り。②大詫間小学校の校長先生から

運動会にボランティアとしての中学生の参加。③下校時の校門で生徒からのありがとう。 

今日は「続ける力」についての話。続ける力が未来の自分を創っていくことになる。「短い時間でもいいか

ら、毎日少しずつ続けること」が、なりたい自分に近づくこと。 

誰にでも続けられる“とっておきのコツ” その名前は「３K大作戦」 

１つ目の K は「簡単なことから」 最初は、簡単なことから始めることで成功率がアップする。例えば「５分間

読書」など。大事なのは、「始めたことを終わらせない」こと。始めは簡単なことでいい。調子が出てくれば、

徐々に時間などを延ばせばいい。 

２つ目の K は「決まった時間に」 習慣にするには、「タイミング」がカギ。例えば、「寝る前の１０分間」など、

毎日同じ時間にやることで、自然に体が覚える。「自分はどのタイミングなら、楽に行動できるか」など自分に

あった時間を考えれば、成功率はアップする。 

３つ目のKは「必ず、毎日」 大切なのは必ず毎日行い、「例外をつくらない」こと。一度心が離れると習慣化

はあっという間に失敗する。気持ちが沈んでいるときなどは、例えば「英単語を１つだけ覚える」などの裏技を

自分で決めておくのもいい。続けるという姿勢を自分に示すと成功率がぐんとアップし、「今日もやった」という

事実が自信になる。 

習慣化を妨げる要因は、「疲れ」と「人付き合い」の２つ。決まった時間が近づいて来たら、SNS や友人など

との交流はやめて、自分が決めたことに取り組もう。 

今回の司会は、３年２組 ES さんと TS さんが務めてくれました。二人の感想はそれぞれ、「緊張したけど、し

っかり役割を果たすことができてよかった」「ちゃんとはっきり言うことを意識して話すことができたのでよかっ

た」でした。進行だけでなく、コメントの内容も素晴らしかったです。 

 

佐賀市中学生春季ソフトテニス大会女子個人 第３位  ２年１組 IK さん ２年２組 ES さん 

第 40回小宮杯ソフトテニス大会女子個人   第３位  ２年１組 IK さん ２年２組 ES さん 

第 7回佐賀県スケッチ大会  特選   3年 3組  NS さん 

入選   3年 1組  NK さん    3年 3組  MI さん 

   3年 2組  YY さん    3年 2組  TS さん 

第 54回佐賀県中学生陸上競技選手権大会男子四種競技 第 3位  2年 1組  TH さん 

☆☆みんなの表彰☆☆ 

◆◆定期健康診断終了◆◆ 

 ４月上旬から実施していました定期健康診断がすべて終了しました。随時、異常の有無にかかわら

ず生徒を通じて、全ての保護者の方へ検査結果をお渡ししています。健康診断は疾病の早期発見が目

的の一つですので、医師から指摘があった項目については、病院受診をお願いします。  

ちなみに、昨年度、本校の歯科検診においては、「要受診」となった生徒の病院受診率が１２％と非

常に低かったということでした。なお、すべての健康診断において医師からの指摘がなかった生徒は、

全校で若干名でしたので、ほとんどの生徒が「要受診」等の指摘があっています。 

結果については、確実にお子様へ確認していただければと思います。 


